
流通プラハンガーの取り扱いについて

広域認定制度による
遵法運用のご案内

（ＡＰＲＥＳ活動）
ＦＹＳ株式会社

最近話題の「廃プラ」問題を鑑み
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会社説明
名 称 ＦＹＳ株式会社

業 種 アパレル副資材製造卸

代 表 者 名 古池 邦夫（ふるいけ くにお）

所 在 地 〒500-8238 岐阜市細畑６丁目7-3

創業／設立 200１年1月

資 本 金 10,000千円

電 話 番 号 058-249-3666

大阪営業所 〒541-0059 大阪市中央区博労町1-9-8堺筋ＭＳ第2ビル6F

RRセンター 〒501-6031  岐阜県笠松町米野163-1

電 話 番 号 058-372-2803

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ www.fys-jp.com

本件担当者 井口 洋 APRES事業部 TEL 058-372-2803
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どこへ行く？衣料品用廃プラ数億本!!
環境に優しい！ ハンガー回収～再利用の新スキーム



2017年 中国が廃プラ受入れ拒否!

中国 李克強首相
「海外ごみの輸入を厳しく禁じる。
水がきれいで空が青い中国を築い
ていかなければならない。」

https://www.youtube.com/watch?v=cQtUIJ
ykGwo&t=2s
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https://www.youtube.com/watch?v=cQtUIJykGwo&t=2s


これまでは、日本や先進各国は中国に廃プラを購入してもらってました。

中国受け入れ拒否の結果 廃プラごみ行き場無し
＊タイも2018年8月より廃プラの輸入禁止
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新聞各紙の「廃プラ」関係記事

2018.10.12岐阜新聞

2018.07.02読売新聞
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環境省
「中国影響で自治体ご

み処理24％増」
2018/10/19岐阜新聞

環境省「レジ袋有料化を明記」
プラスチック・スマートマークを
企業に配付2018/10/20岐阜新聞7



この影響で、日本国内の廃プラ業者も
ハンガーの処理において
異素材混合のミックスプラハンガーの
受け入れ拒否（受入のハードルが高くなった）
（処分代発生）

⇒膨大な処理費用発生

⇒各自治体の処理負担増

流通ハンガー処理に対して、

廃プラを少なくし、環境にやさしく、

且つ合法的な 処理が望まれる!! 8



★従来型プラスチックハンガー循環図

ハンガーメーカー アパレル業者 ハンガー装着 洋服運送
全国の店舗or物流セン

ター 陳列ハンガー掛け替え

不要ハンガー

不要ハンガー破棄運搬廃プラ処理工場再生チップ

処理不能廃プラ焼却炉

不要廃プラとして焼却工場などへ

【従来型】
・資源の無駄
・処理コスト発生
・環境問題他人任せ
・各館のハンガー置き場まで移動
・自治体に対する処理負荷
・焼却による温室効果ガス発生
・地球温暖化拍車
・ハンガー運用費用が必要

一部は自主的に回収してリユースしている場合もある

物量の大半が
①リサイクルか
②焼却 ケース①

ケース②
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弊社は流通ハンガーの廃棄物処理に
おいて環境省から「広域認定制度」の
許認可を受けた、ハンガー業者です

①大手リテーラーから処分されるハンガーは
産業廃棄物と見なされています。
産業廃棄物処理法第3条1項 環廃産第1303299号4（2）①

ハンガーを排出するリテーラー様は、排出者
責任が有ります。産業廃棄物処理法第12条2～6項

②広域認定業者に、
流通ハンガーの扱いを
一任すると、その企業様
は様々なメリットが生じ
ます。

③弊社は既に、国内の
大手リテーラー様数社 と
（イオン様・大手アパレル様など）

取組みこの制度に則り、
遵法運用しております。

10



11



広域認定制度とは・・・
環境省のH/Pのコピー 詳細内容

産業廃棄物の処理は各地方公共団

体毎の許可が必要ですが、この制
度は産廃処理を行うに当たり、環
境大臣の認定を受ければ全国広域
での処理が可能な、特例制度です。
従って地方公共団体毎の産廃許可
が不要になります。

流通ハンガー業界において広域認定

取得業者は弊社が第1番目で、

２０20年7月現在

全国で弊社を含み3社ハードルが高い
許認可制度
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★APRESによるプラスチックハンガー循環図

ＦＹＳからハンガー納入 アパレル業者 ハンガー装着 洋服運送 全国の店舗or物流センター 陳列ハンガー掛け替え

掛け替え終了ハンガー

店舗までハンガーを回収回収ハンガー運送ＦＹＳ㈱ ＲＲセンター
回収ハンガー

リユース作業

完成リユース
ハンガー

【APRES型】
・資源の循環型
・処理コスト発生は0
・環境問題積極参加
・運送業者が店舗まで回収に行く
・自治体の処理負荷大幅軽減
・焼却による温室効果はほぼ0
・地球温暖化を僅かでも軽減
・ハンガー運用費用は0
・ハンガー代の削減

物量のほぼ
100%が
リユース可能
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・資源の無駄
・処理コスト発生
・環境問題他人任せ
・各館のハンガー置き場まで移動
・自治体に対する処理負荷
・焼却による温室効果ガス発生
・地球温暖化拍車
・ハンガー運用費用が必要
・物量の大半がリサイクルか焼却
・ハンガー代のコストは従来通り

・資源の循環型
・処理コスト発生は0
・環境問題積極参加
・運送業者が店舗まで回収に行く
・自治体の処理負荷大幅軽減
・焼却による温室効果はほぼ0
・地球温暖化を僅かでも軽減
・ハンガー運用費用は0
・物量のほぼ100%がリユース可能
・ハンガー代のコスト削減

【APRES型】【従来型】

【従来型】と【APRES型】の比較
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APRESのハンガーのサイクル図

FYS

アパレル

大手
リテーラー

FYS

環境省に登録済み
の提携業者

成型メーカー

FYS
提携先

ﾊﾝｶﾞｰ装着服
再生チップ

この循環サイクルをＦＹＳが一括管理
リユース・リサイクル実態を年１回環境省に報告義務

リ
ユ
ー
ス
ハ
ン
ガ
ー

温暖化問題
廃プラ問題
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【大手リテーラー様 約1,000店舗以上において】

東京納品代行様の回収管轄店舗と
西濃運輸様の回収管轄店舗に区分。
それぞれの店舗に決められた方法で送り状配布

【某大手リテーラー様と回収システム構築】

上記2社の運送会社より
各店舗より回収されたハンガーを
FYS米野RRセンターまで運搬

某大手リテーラー様より仕入先に「環境を考慮したCSRの一環として

広域認定取得のFYSを指定業者とする」旨の通達文

様々な種類のハンガーを
混入梱包

某大手リテーラー様仕入先全社に、TEL・訪問し詳細の説明
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①店舗毎の日々の送り状
②出荷日・到着日
③ｹｰｽ数・本数
④処理開始（リユース作業）開始日
⑤処理終了（リユース作業）終了日
⑥重量管理
⑦リユースした量
⑧リサイクルした量

デイリー管理をしています!!

各企業・各店舗ごとの回収に関して
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月度集計 管理データとして保管



取組先に回収数量報告

APRES取組先の各企業様に毎月の回収状態を報告

上記同様の報告内容を、アパ産加盟企業
に対しても対応可能の働きかけ

報告データを基にアパレル業界

全体で廃プラ削減の意識向上

月単位・4半期単位など
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管理データを基に年に1度環境省にリユース量
リサイクル量の「広域認定報告書」作成義務
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このシステムを国内数カ所に展開予定

岐阜米野を中心拠点として関東・
関西・九州・北海道と回収拠点を
展開

岐阜米野RRセンターに
おいても、パートさん
10人⇒21人の実績

近い将来

①物流コストの軽減
②各地での雇用の拡大
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弊社が推進するリユース・
リサイクルハンガーの
事業拡大方針が・・・

公的機関の岐阜県産業経
済振興センターより、
大変サスティナビリ
ティーが高く時代性をと
らえている。として

A評価を
受けました
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最後に・・

流通ハンガーの処理を、自分事として考え、環境に負荷をかけることなく対応する

べきではないでしょうか・・広域認定に基づく遵法運用により、店舗が入館している

館に、依存する事が減ると同時に「廃プラ」も減り、結果的に各自治体の負担を、

減らす事となります。これが環境省が謳う資源の循環型社会となり、廃プラ問題や

温暖化問題にわずかながら寄与し環境貢献に結びつく事になるのだと思います。

このような、弊社の働きかけの趣旨をご理解頂き、新スキーム取組みの、ご検討

頂ければ幸いです。そしてこの取り組みが、さらには、アパレル産業界全体で国連

が提唱するSDGsの17目標の1つである「目標12:つくる責任つかう責任」にも貢献

ができることに繋がっていくのだと確信しております。

以上、ハンガーの遵法運用スキーム「APRES」のご案内でした。

最後までご清聴いただき、ありがとうございました。 ＦＹＳ株式会社

アパレル業界の代表的な企業として、また産業
界全体の社会的責任として・・・
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日本SDGs協会事業認定
2020年９月取得
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環境省 広域認定書
2015年10月取得
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